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産
業
の
振
興
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か

せ
な
い
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
自
立
で
き

る
経
済
基
盤
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
や
新
産
業
の
創
出
支
援
を
実

施
し
、
雇
用
の
増
進
と
地
域
経
済
の
活
性

化
に
努
め
ま
す
。
商
店
街
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
を
通
じ

て
助
成
す
る
と
と
も
に
、
空
き
店
舗
を
利

用
し
て
営
業
を
開
始
し
た
事
業
者
へ
の
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
早

稲
田
大
学
と
連
携
を
図
り
、
産
・
学
・
公
・

地
域
の
連
携
を
推
進
し
、
新
産
業
の
創
出

や
人
材
育
成
の
支
援
、
事
業
者
の
自
立
を

促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
七
福
神
め
ぐ
り
」、「
こ
だ
ま

千
本
桜
ま
つ
り
」、「
児
玉
三
十
三
霊
場
め

ぐ
り
」、「
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
活
動
」

や
伝
統
的
な
観
光
資
源
で
あ
る
祭
り
な
ど

へ
の
支
援
を
通
じ
て
、
地
域
に
に
ぎ
わ
い

と
活
性
化
を
取
り
戻
す
た
め
の
事
業
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
特
性
を
踏

ま
え
た
観
光
戦
略

を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

農
業
の
振
興
に

つ
い
て
は
、
安
全

安
心
な
農
産
物
を

生
産
す
る
た
め
、

「
本
庄
市
有
機
１

０
０
倍
運
動
」
を

継
続
・
発
展
さ
せ
、
環
境
保
全
型
農
業
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
新
規

就
農
者
の
確
保
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

地
産
地
消
運
動
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

交
通
・
基
盤
整

備
分
野
の
取
り
組

み
は
、
本
市
が
大

き
く
飛
躍
す
る
た

め
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
重
要

な
も
の
で
す
。

　

中
で
も
、
あ
ら

ゆ
る
人
が
集
う
拠

点
を
形
成
す
る
た

め
の
事
業
で
あ
る

「
本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事

業
」
は
、「
吸
引
力
の
あ
る
自
立
都
市
」

を
目
指
す
本
市
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
事

業
で
あ
り
、
現
在
、
独
立
行
政
法
人
都
市

再
生
機
構
が
事
業
主
体
と
な
り
、
工
事
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、早
稲
田
大
学
を
中
心
と
し
た
産
・

学
・
公
・
地
域
の
連
携
に
よ
り
、
研
究
開

発
型
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
と
と
も
に
、

早
稲
田
大
学
と
地
域
の
連
携
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

交
通
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道

17
号
（
本
庄
道
路
）
の
早
期
実
現
に
向
け
、

積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
ほ
か
、
市
道

１
４
０
号
線
の
道
路
改
良
な
ど
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ

高
崎
線
・
八
高
線
の
通
勤
・
通
学
環
境
向

上
と
輸
送
力
増
強
、
八
高
線
の
電
車
化
、

上
越
新
幹
線
本
庄
早
稲
田
駅
停
車
列
車
の

増
発
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
を
通
じ
て
要

望
し
て
い
き
ま
す
。
市
内
循
環
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
利
用
客
の
減
少
問
題
か
ら
、
今

後
の
運
行
方
針
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

朝
日
町
、
小
島
西
、
児
玉
南
の
各
土
地

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
早
期
事
業

完
了
に
向
け
、
優
良
な
居
住
環
境
の
整
備

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
朝
日
町
、

小
島
西
の
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
に
つ

い
て
は
、
周
辺
地
域
を
含
め
た
第
５
次
、

第
６
次
住
居
表
示
整
備
事
業
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
本
位

の
行
政
を
進
め
る
た
め「
市
長
へ
の
手
紙
」

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
広
報
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
の
広
報
事
業
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
市
議
会
本
会
議
の
会
議
録
の
公
開
に

加
え
、
新
た
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

一
般
質
問
の
録
画
映
像
配
信
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
の
行
政
経
営
の
指
針
と
な
る
「
総

合
振
興
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
「
総

合
振
興
計
画
審
議
会
」
に
諮
問
を
し
て
お

り
、
平
成
19
年
度
中
の
計
画
策
定
に
向
け
、

作
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

市
民
活
動
に
つ

い
て
は
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
実
現

の
た
め
、
住
民
自

治
組
織
の
施
設
整

備
や
助
成
事
業
を

実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ･

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
育
成･

支
援
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、「
花
」を
核
と
し
た

住
民
参
加
に
よ
る
本
庄
市
花
い
っ
ぱ
い
運

動
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

行
財
政
経
営
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、

本
年
３
月
に
策
定
す
る
「
本
庄
市
行
政
改

革
大
綱
」
と
「
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」

に
よ
り
、
①
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
と

民
間
委
託
の
推
進
②
事
務
・
事
業
の
再
編
・

整
理
、
廃
止
・
統
合
③
経
費
節
減
等
の
財

政
効
果
等
④
職
員
の
定
員
管
理
・
給
与
の

適
正
化
を
重
点
目
標
と
し
、
効
果
的
に
行

政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
行
政
改
革
の
実
効
性
を
確

保
す
る
た
め
、
数
値
目
標
と
実
施
予
定
年

度
を
具
体
的
に
定
め
、
進
捗
状
況
を
随
時

公
表
す
る
ほ
か
、
行
政
評
価
制
度
に
よ
る

施
策
・
事
業
の
検
証
と
、
事
業
の
適
正
な

優
先
順
位
付
け
を
行
う
な
ど
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
市

民
本
位
の
「
経
営
感
覚
を
持
っ
た
進
歩
す

る
本
庄
市
行
政
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

④
地
域
を
支
え
る
活
力
・
産
業
づ

く
り

⑤
人
が
集
い
、
新
た
な
活
動
が
生

ま
れ
る
拠
点
づ
く
り

⑥
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ

平成19年度施政方針
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①
土
地
・
家
屋
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

市
内
所
在
の
課
税
対
象
と
な
る

土
地
ま
た
は
家
屋
に
つ
い
て
、
土

地
の
納
税
義
務
者
は
土
地
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
（
自
己
所

有
の
土
地
だ
け
で
は
な
く
他
の
所

有
の
土
地
も
含
む
）
を
、
家
屋
の

納
税
義
務
者
は
家
屋
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
た
価
格
（
自
己
所
有
の

家
屋
だ
け
で
は
な
く
他
の
所
有
の

家
屋
も
含
む
）
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

②
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
自

己
の
資
産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た

部
分
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
を
借
り
て
い
る
人

は
そ
の
土
地
に
つ
い
て
、
家
屋
を

借
り
て
い
る
人
は
そ
の
家
屋
お
よ

び
そ
の
敷
地
の
土
地
に
つ
い
て
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
記
載
内
容

を
閲
覧
で
き
ま
す
。

③
宅
地
の
標
準
的
な
価
格
の
閲
覧

　

固
定
資
産
税
に
係
る
標
準
的
な

宅
地
の
価
格
に
つ
い
て
、
ど
な
た

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
街
化
区

域
に
お
い
て
は
、
標
準
宅
地
の
位

置
お
よ
び
街
路
ご
と
の
路
線
価
を
、

市
街
化
区
域
以
外
に
お
い
て
は
、

標
準
宅
地
の
位
置
お
よ
び
単
位
地

平
成
19
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

価
格
の
縦
覧
・
閲
覧
を
実
施
し
ま
す

積
当
た
り
の
価
格
を
閲
覧
で
き
ま

す
。

期 

間　

①
は
５
月
31
日
㈭
ま
で
、

②
・
③
は
通
年

※
い
ず
れ
も
土･

日･

祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場 

所　

課
税
課
（
市
役
所
１
階
）、

収
納
課
児
玉
税
務
係
（
総
合
支

所
１
階
）

手 

数
料　

①
・
③
は
無
料
、
②
は

１
件
１
５
０
円
（
５
月
31
日
㈭

ま
で
は
無
料
）

用 

意　

①
・
②
は
身
分
証
明
書（
免

許
証
、
保
険
証
等
）・
印
鑑

※
代
理
人
の
場
合
は
、
代
理
人
選

任
届
が
必
要
で
す
。
ま
た
、借
地
・

借
家
人
で
閲
覧
を
希
望
す
る
人
は
、

賃
貸
借
契
約
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
１

　

人
事
案
件
で
は
、
任
期
満
了
と

な
る
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
、

中
野

枝
氏
＝
久
々
宇
＝
を
再
推

薦
す
る
こ
と
で
同
意
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　

中
野　

枝 

氏
を
推
薦

人権擁護委員
中野　 枝 氏

PPPPPPPPPPPPPPPP

PPPPPPPPPPPPPPPP

　４月は新入学
（園）の季節です。
子どもたちを交
通事故からまも
るためには、み
なさんのご協力
が必要です。

◇大人は子どもの手本です。普段から交通
ルールをまもりましょう。
◇子どもには、「飛び出しをしない」「道路
で遊ばない」など具体的な言葉で交通
ルールを教えましょう。
◇自動車等を運転するときは、安全で思い
やりのある運転を心がけましょう。

★まちづくり課☎㉕１１１８

　

今
議
会
で
は
、
条
例
等
19
件
、

平
成
18
年
度
補
正
予
算
11
件
、
平

成
19
年
度
当
初
予
算
11
件
、
議
員

提
出
議
案
３
件
の
計
44
議
案
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
の
主
な
内
容
は
、

条
例
等
で
は
教
育
の
振
興
を
図
る

た
め
、
本
庄
市
教
育
振
興
基
金
を

設
置
す
る
た
め
の
『
本
庄
市
教
育

振
興
基
金
条
例
』、
厳
し
い
財
政

状
況
に
か
ん
が
み
、
市
長
等
の
給

料
等
の
減
額
措
置
の
延
長
等
を
す

る
た
め
の
『
本
庄
市
長
の
給
料
及

び
本
庄
市
長
等
の
期
末
手
当
の
額

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
』
な
ど
。

　

予
算
で
は
、『
平
成
18
年
度
本

庄
市
一
般
会
計
補
正
予
算
』
や
、

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
３

２
億
２
、０
０
０
万
円
と
す
る『
平

成
19
年
度
本
庄
市
一
般
会
計
予

算
』（
６
・
７
ペ
ー
ジ
に
概
要
を

掲
載
）
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
の
主
な

内
容
は
、『
小
学
校
３
年
生
を
35

人
学
級
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
』
な
ど
で
す
。

　

市
議
会
で
は
、
23
日
間
に
わ
た

る
審
議
の
の
ち
、42
議
案
を
可
決
・

同
意
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
な
ど

44
議
案
を
審
議

平
成
19
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
28
日
か
ら

３
月
22
日
ま
で
の
23
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
等
や
平
成
18
年
度
補
正
予
算
、
平
成
19
年
度
当
初

予
算
、
議
員
提
出
議
案
な
ど
44
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、

42
議
案
が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会


